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 (1)説明会・意見交換会 

川崎市建設緑政局みどりの保全整備課 坂氏より、現地で工事の進捗状況等の説明があり、現地を見な

がら意見交換を行った。生田緑地整備事務所 2階会議室に移動し、図面に書き込みながら整備イメージ

の検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)意見交換会で出た主な意見 

○前面道路の車道部分以外の部分で、歩行者の回遊のための空間を設定してはどうか。 

〇眺望のよい場所なので展望スペースを設け、バリアフリーにも配慮してほしい。 

○デッキ下のスペースは外部からの目が届きにくいため、植栽地等にして、人が立ち入れないようにし  

てはどうか。 

○市民でドングリなどを植え、樹林に育てていきたい。 

ドングリを植える植実祭がしたい。 

○クラブハウスのテラス部と動線をつなげ、歩行者の回遊性を

確保してみたい。 

※今後、市で上記のような要望を検討した整備案を作成し、再

度意見交換会を行うこととした。 

開催概要  

時間：平成 26年 12月 25日（木） 13：00～14：30  

場所：クラブハウス跡地および生田緑地整備事務所２階会議室 

出席者：14人 出席者（敬称略） 

・生田緑地マネジメント会議 会長 薬袋、・副会長 井口、・自然環境保全管理会議 副会長 岩田 

・おし沼自治会 吉澤、・向ヶ丘遊園の緑を守り、市民いこいの場を求める会 事務局長 松岡 

・雑木林を育てる会 白澤 

・川崎市建設緑政局みどりの保全整備課 坂、長谷川 

・川崎市建設緑政局緑政部生田緑地整備事務所 佐藤、磯部、清田 

・生田緑地運営共同事業体 額谷、浅野、宍戸 



 

■当日出た意見一覧 

・クラブハウス跡地利活用を市と市民の本当の意味での協働のモデルケースにしたい。 

・前面道路の断面構成の見直し。（回遊性を高める歩行者空間の確保） 

・アダプトプログラム(※)、ＣＳＲ(※)を活用して企業等を巻き込むきっかけとしたい。 

・入口にトイレや歩行経路などを示した案内板を設置するとよい。 

・展望スペースからの見通しの確保。 

・展望スペースの下は立ち入り禁止にして植栽を施工する。 

・ゴルフ場との境界は立ち入り禁止にしてフェンスか目立たない柵などで分離する。 

・構造物をつくってしまうと後から変更ができなくなるのではないか？ 

・作った構造物は行政が管理するのか？ 

・遊具を設置してほしい。⇒子供が集まると問題がおきる心配がある（交通安全、ケガ、防犯など）。 

・木を市民が育てる形はどうか？ドングリを植栽してみたい。 

・植生管理計画に展望スペースからの眺望を考えて、樹木の剪定をするタイミングを考えておく。 

・クラブハウス跡地のチャームポイントは眺望であり、それを活かしてほしい。 

・展望スペースには車いすで乗り入れできるスロープが必要。 

・展望スペース下に植栽すると、木を上から見下ろすことができて面白い。木を見下ろせるよう眺望レ

ベルに樹木がかからないようにしたい。 

 

 

※アダプトプログラム 

 アダプト (Adopt) とは英語で「○○を養子にする」の意味。一定区画の公共の場所を養子

にみたて、市民がわが子のように愛情をもって面倒をみ（清掃美化を行い）、行政がこれを支

援する制度。 

※ＣＳＲ（企業の社会的責任） 

 単なる法令順守という意味以上に、様々な社会のニーズを、価値創造、市場創造に結びつけ

企業と市場の相乗的発展を図ることが CSRである。 

  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A4%8A%E5%AD%90
https://kotobank.jp/word/%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%82%BA-1574844
https://kotobank.jp/word/CSR-1547762


 

 

 

 


